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活で面方各

活域地、長

事理表代所

一（、)与参

ーネマィテ

課策政りくづ市都合問
カスィデルネパ▷
」活生康健た
民市「告報調基▷容内

料無費加参
）要不込申（人005員定

どな者業事、体団民市、民市象対
阪大アピスクテ所場

分03時4～時2後午㈰日2月9時日

たしに象対をどな者業事や民市、びたのこ。すまいてえ考といたきいてめ進
営運な的続持のられそ、設施康健や園公るすと能可をムラグロプな様多にマ
後今。すまいてっ行を討検たけ向に用活効有の地跡等館会民市、はで市、在現

うよし表発言提・想構業事７
度携連の」育六感五「６

！うよし話対を性要重の」て育とひ「」て育ちま「５
！うこ研を力ンゼレプ・力践実４

！うよし」化みくし「」化るえ見「」化るきで「をちまがわ３
！うよし動行きづ気り知をちま・分自２
！うろ知を向動のちまの外海、ちまの国全１

公公たたけけ向向にに用用活活のの地地跡跡等等館館会会民民市市市 会会館等跡地の活用に向けた公開跡会民市
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3 広報いずみおおつ　平成30年8月号 2

　６月 30日、テクスピア大阪で「あしゆびフェスタ」が開催され、「あしゆびプロジェクト」が本格的に始動しました。
　大ホールでは、The Blankets のライブで盛大に幕を開け、南出市長が関係機関とのパートナーシップを力強く宣
言した後に、専門医による講演や、専門家をまじえたパネルディスカッションに、来場者の皆さんは熱心に聞き入っ
ていました。小ホールでは、協賛機関による各種ブースが設置され、多数の来場者で賑わいました。

橋間氏　　　　　　　　  木場氏　　　

パートナーシップ宣言

協 賛 機 関
橋間誠／医療法人橋間診療所　院長
木場克己／ (一社 )JAPAN体幹バランス指導者
協会代表
森部昌広／ (一社 ) 全日本コンディショニング
コーチ協会代表理事
谷口範尚／ウエルネスネット㈱取締役専務
セントラルスポーツ㈱、㈱ドリーム・ジーピー、
㈱丸五、The  Blankets 

パートナーシップ宣言
　わたしたちは、健康寿命の延伸をあしゆ
びの健康から研究する「あしゆびプロジェ
クト」に賛同し、誰もが生涯自分の足で歩
き続けることができる、元気で活力のある
まちの実現に向け、お互いの知識・技術を
結集し、ともに取り組んでいくことをここ
に宣言する。 

悪い姿勢で座る・立つ・歩くが日常生活で繰り返されて骨盤が変形していく。体幹の筋力をきたえるとい
い姿勢ができる。あしのゆびで荷重すると体幹をきたえられる。姿勢中枢が完成する６歳くらいまでにあ
しのゆびを使ったいい姿勢を覚えることが大事。

橋間：あしのゆびが使えないことによる整形外科疾患は多い。あしのゆびの機能を高め、健康寿命の延伸を目指したい。
あしゆび教育を泉大津市から全国へ広めましょう！

森部：独自に考案した「フットチューニング」で浮き指が改善できる。歩き方など、正しい知識と技術を泉大津市から皆
さんの力で広めていきましょう！

木場：健康寿命の延伸、怪我をしない体づくりには、体幹をきたえる必要があります。体幹をきたえれば自然と姿勢も良
くなります！

森島：世界で活躍する選手を今後泉大津市でたくさん見つけていきたいですね！

あしゆびの機能強化の重要性や今後のプロジェクト
の展開について、熱のこもった議論が交わされまし
た。

あしゆび運動プログラムを作成し、就学前児童の運動や、高齢者の介護予防運動と
して「あしゆび運動」を広げていきます。

あしゆびフェスタ開催しました！
～「あしゆび」きたえて健康に～

パネルディスカッションパネルディスカッション

講演会

あしゆびプロジェクト
今後のとりくみ

講演会

森部氏　
森島氏
元サッカー
  日本代表　

The Blankets　オープニングライブ

こどもバランス体験（OZUスポ）

あしゆび運動を市民運動に！そして全国に！

自分でできるセルフケア（森部氏）

体幹トレーニング体験（木場氏）

橋間氏
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門部6の由自、芸陶、真写、書、画本日、画洋

！集募品作品出展市回74第

課化文室ツーポス・化文府阪大（氏行宏塚中、）世9窯
月松向吉（氏月松向吉、）長館術美立市阪大（氏廣雅篠員委査審

。いさだく示提ご
を証生学に時入搬。すまりなと料無は料品出の生学※

。いさだく
い払支おに時入搬の㈫日72月11円000,1きつに点１用費募応

。）可人理代（人な能可出入
搬を品作、たま。人るきで守厳ていつに目項るあの載
記に項要集募募集、で）在現日１月４年03成平（上以歳61格資募応

阪大アピスクテ所場
）でま時7後午は日03

月11（時5後午～時01前午㈰日２月21～㈮日03月11時日

く募応ごみ読くよを）付備設施共公内市（項要集募たし載記を細詳の展市は際の募応、おな。すまい
を作力のんさ皆。すまし集募を品作品出、でのすまし催開を」展市津大泉「展募公品作術美も年本

準
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とこる
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時込申※可不は子巻
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）階３所役市（課習学涯生合問
時6～時5後午㈰日2月21間期出搬

ーホ小階１阪大アピスクテに時7～時3後午㈫日72月11）出提の品作（入搬
。いさだくせら知

zi.ytic@netihs（ルーメ・）係」展市「課習学涯生＞要不載記所住＜6868
名題⑥、門部⑤、齢年④、号番話電③、名氏②、所住①、で着必㈮日61月11込申
、たま。すまし消り取を賞、は合場るいてし反違に定規。んせまきで

品出は作改・筆加。すまり限にのもの作制人個、で品
作の表発未。点1きつに門部1人1。とこるけつをもひ
、し装表はたま）可ルリクア、可不スラガ（装額は品作定規品出

かほ円000,3金現賞副）内以点2りよ門部各（賞秀優▷
円万１金現賞副）内以点2りよ品作全（賞会員委行実祭化文▷
示展料無ーリラャギ館編織賞副）家作進新（賞き輝のプーシ▷

円万１金現賞副）点5りよ品作全（賞長育教▷
円万01金現賞副）点1りよ品作全（賞長市▷賞

員委査審展市津大泉、）員究研

す
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まし場開も」日曜日
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酸

査検 は

評

！採 すでけだ血採
は検査検

ら知おのらか院病立市

をクスリんがの種6、巣卵・宮子・乳・臓膵・腸大・肺・胃は性女。価評クスリのんがの種5、腺立前・臓膵・腸大・肺
査検るす価評をクスリ患罹、し析解をい違の度濃のと人のんがと人な康健、し定測を度濃酸ノミアの中液血

と査検検SCIA

ノミア、トンメリプサ酸ノミアに日前〇
たし取摂を分水の外以水、日当査検〇

いないてし過経上以間時8後用薬・後食〇
るあで後療治・中療治んが〇

るあで中乳授、中娠妊〇
）査検スクッデンイノミア（査検SCIA◆

るあがとこたし除切を胃〇
るいてし用服に内以

月カ2を薬害阻プンポントロプに特、剤制抑泌分酸胃〇
るいてけ受を療治で患疾の腸指二十・胃・道食、在現〇

るあがとこたしを去除の菌リロピに去過〇
）診検民市（査検クスリんが胃◆

いさだく意注ごでのいならなと象対査検は人るす当該に下以※

。いさだく用利ご非是を診検んがつ立役に見発期早のんが、にめたる守を康健のたなあ
。いさだく参持ご日当、でのすまい行を付受の

に日当査検。すまし付送に緒一と内案ご、し封同を器容査検の」診検んが腸大「はに人たれさ約予たま
。すまし施実に時同を

ンイノミア（査検SCIA「」査検クスリんが胃「、査検の類種2は」診検んが団集朝早曜日「の目回2度年今

施実を査検クスリんが朝早曜日㈰日62月８ 　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ら

ツ

。査検るす価評
・胃は性男。査

ーポス有含酸

」診検んが腸大「

」）査検スクッデ

ちこはPH院病←
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、料飲中析透はくしも、るあが全不腎〇

）

を査検密精は合場い悪が果結てっよんせまりあはで査検るべ調接
険危るなに」んが「にもと類種2」査検クスリんが胃「」査検SCIA「
かのるなと断診の」んが「ず必、合場い悪が価評で果結診検の回今．1Q

◇問質ごるあくよ◇

2265・23☎（課事医院病立市
土（付受で時5後午～時9前午の㈫日7～㈬日１月８
予話電の順着先※）9845・23☎（ータンセ約予院病立市

度程人001
）査検SCIA・査検クスリんが胃（査検液血
）い払支時院来（円005,2万2：査検SCIA◎

を書明証給受護保活生に日当診検、除免が金担負己自
院来（円005各：査検んが腸大・査検クスリんが胃◎

上以歳02性女、上以歳52性男…査検SCIA
腸大に降以月4年03成平で上以歳04…査検んが腸大
に降以月4年92成平で上以歳04…査検クスリんが胃

）制約予（時01～分03時7前午㈰日62月8

問

申
人集募
内査検

担負己自

対
日
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もてけ受に時同らか事るな異も目項る
にんが胃に】的来将【らか度縮萎の膜粘
を度険険危危が の」んが「「】 ので】在在【現【点点時時血血

すまし内案
直を無有の」んが「。すでのもる計を度険

受に時同、がるいてれらげあてしと目項象

？

く除を日祝、日曜日・
約予

参持を
は者象対給受護保活生※）い払支時院

人いないてけ受を査検んが
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院場 病立市津大泉
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」防予や状症の症知認「や」い違の症知認とれ忘物るよに齢加「、し催開を
」でんへらあ怖、症知認「るよに士法療業作・士法療学理に日６月６

様の座講民市の月６

んせまりあ題
るべ調、や期時の症発で査検のれぞれそ。すで査検る計を度険危るな
粘胃、や無有染感のへ菌リロピは」査検クスリんが胃「。すで査検る計
血採採化 、べ調を化変変バ スンラバ度の度濃濃酸酸中 ノミアの中液液血血査 は」査検検SCIA「

を査検密精は合場い悪が果結てっよ。んせまりあはで査検るべ調接

かすでいいて
象対査検が」んが胃「にもと類種2」査検クスリんが胃「」査検SCIA「．2Q
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？はと的目の練訓練訓人万088阪大

うょしまし行実に日当練訓㈬日5月9、きおてえ考かる取を動行なうよのどで練訓・
。るす認確再かるきでが動行る守を命、にきとたし生発が波津や震地】後練訓【

。るすを動行練訓たいおてえ考】日当練訓【
。くおてえ考をかるすを動行なうよのど、にきとたし生発が波津や震地】前練訓【

いさだくてえ考をとこたっいうこ▷
。すで練訓

す施実にめたくだたいてし認確再、し動行、え考に前事、がりとひ人一の内府

情練訓の自独
人万088阪大
PAJ!oohaY②
メをせら知お
、震地、象気
防かさおお①
災防の下以▷

んせまりあはで音ーザブの報速震地急緊▷
項事意注

）すまき届に〉みの種機応対〈どな話電帯携がルーメ報
速急緊の用練訓（表発報警波津大ろご分3時11前午▷

）定想（生発震地時11前午▷
れ流の日当練訓

始開時11前午㈬日5月9時日

）階4所役市（課理管機危合問
め深を解理ていつにさ切大の動初の時害災、けかび呼を加参のへ練
提をけかっきるす動行・え考ていつにられこ、かのるす応対にうよ
、時生発震地。すまし信送を報情練訓に話電帯携、はで練訓のこ
切大がが大とこる知く早ちいを報情な確正、はにるす動行とんちきに時
け分くき大を死生がが生動行と断判の時生発震地、際の災震大本日東

細詳の練訓人万088阪大

　

　

　

　
　

　 　

　
　

 

　

　

　

　

　  

 
　

　
　 　

　 　
　   

　

いてえ考といたきだたいてめ
会機のこ、たま。すまし供提
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！るきでらか日今
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るす

。すまりあがとこるなくくにりがなつが話電は
）〉ータン

府〈1008・0196・60☎はたま1530・1496・60☎（府
。すまり鳴が音ーザブの報

に時日たし定設、とるす定設を時日の練訓に
）みの者録登（リプア」練訓災防震地「モ

。すまれさ信配が報情
!oohaYに象対を域全内府、てせわ合に練訓人

）みの者録登（リプア」報情災防「NAP
。すまし信配でルー

の急緊や示指・告勧難避の時害災、報情波津
）みの者録登（ルーメ報情災防

。すまれさ信配が報情練訓もらかルーツ報情災

え

。うょしまきおてめ決めじからあを所
場るす会再に後難避と人な切大や族家★

。うょしまし備準に関玄を）検点も池電
はどな灯電中懐、オジラ（品し出ち持常非★

。うょしまり作を」間空全安「に中の家
、し定固で具め留をどな具家い高の背★

備の時害災！るきでらか日今

泉

す

市津大泉災防、はらちこ「→3×

）階4所役
お、でのすで送放練訓は送放の日当、りあ

。すまい行を練訓達伝報情
緊のらか国るくてれら送らか）TRELA-J（

施実を練訓達伝報
まれ流が送放

　

　

　

　
　

　 　

　
　

 

　

　

　

　

　  

 
　

　
　 　

　 　
　   

　

は日当練訓※
セせ合問お民
府阪大合問
報速震地急緊
リプアに前事
モコドTTN③
情練訓の自独

）部一の町市るす接隣びよお
市（アリエ信配）信発発らか市（分5時11前午…目回２◎
）域全内府（アリエ信配）信発発府（分3時11前午…目回１◎

間時信配のルーメ報速急緊
。すまし信送をルーメ報速急緊

の用練訓の目回2らか市、てい続に信送のけ向域全内府▷
。すまり鳴が音信着もでドーモーナマ▷
。んせまりあはで音ザブの報速震地急緊▷

線

放

無政行災防系報同の）所か76（域全内市所箇送放
ムイャチのりわ終→」。すで所役市津大

」。すでトステのトーラアＪ、はれこ「→ムイャチのりま始容内送放
時11前午㈬日92月8時日

役市（課理管機危合問。すましい願おを力協ご解理ごうよいなのえ違間
でのもう行てせわあに練訓達伝報情斉一国全るす施実が庁防消、はれこ
情たい用を線無政行災防系報同うよるきでえ伝おに実確へんさ皆、を報情急
ムテスシ報警時瞬国全、に時害災のどな撃攻力武や波津・震地、はで市

報情斉一国全㈬
トステ、らか線無災防の域全内市

　

　

　

　
　

　 　

　
　

 

　

　

　

　

　  

 
　

　
　 　

　 　
　   

　

8



    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

日祝、日曜日・土（
時9前午間時館開●    

　
 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

０・２３☎●
）でま時5後午は日
時7後午～分03時

、えねたまたま

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

２６５０

い ??いがれど

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

ち
ん

お

し新 く
し

たりどもに
いじ、えね
んいたりどもに

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

ゃ 。 の
け ら

本

ち

く

い

入

ん
どど
ぼ

っく た入
本っ

らたたししううどど
う

、どどけだだ
き、くぼんち

だ

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

）んほえ（

ニーバ・ンョジ
続の」?いいがれど、え
。りかば択選の極究、なう

が声ういと」!いなべ選
がれど、えね。ちんうの
のウゾ、ろげのダクラ

くぞ

くたんせくょきうゅき

えこ

うぞ

んにーばんょじ

だくら

らえ

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

ド ムムーリリド

くさムガンニ
。編続

ね「本絵気人。
そきてえこ聞が
、ーえ「?いいが

シウ、らなお

んへく

んほえきんに

き

しう

むがん

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

トト
んん

ジ ククェジジロプププ・
ほほええ（（
うのき

ソリア。冊一
望希のへ来未、が
作本絵。…てしそ

し楽はんゃちい
うのき?なかい
んいたりどもに

ぼき

さんほえ

いらみ

のた

そりあつさっい

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

））

いい

んん
!いたけつみを

ららたたししううど、どけだ

絵・作イェジ・ンソ
たい描くかたたあを望
イェジ・ンソリア家作
。すまり語を日たっか

じおに孫いたりどもに
いらたしうど、どけだ

うぼ

んそりあかっさ いぇじ

たかひ

ごま

えくさいぇじんそ

がえ

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

隊
（

隊
）年学高書童児（

検検探探ルルククエエドド

。たっだりま始の
「の々数、はれそ
米南、し成結を隊
せら知の急危のら
はりゆさと二竜た
じお風。年5391

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

険冒大う追を」謎「
。うか向とへールペ米

検探まさぐす、にせ
か脈山スデンア、は
れか招に家のんさじ

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

（（ 書童児

家民古
は真拓
いてけ
古たし
学中

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

）校学中・年学高・中

作子京野濱
。…りなにとこるみ試を生再家

でグンィデンァフドウラク、は
たいてっ願を繕修の屋家。たい
かに気を父祖むしか懐を家い古
ご過てつか、は真拓の生年2学

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

書書般般一（（ししめめ艦艦

作

真

兎万山草

写の地基・艇艦を皿05ピ
の自海、でまツーイスてしそ
、食洋、食和、らかーレカ。隊

れら知でとこいしいおが理
で中の隊衛自3・空海陸

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

））書書

にもとと真
シレ品絶の
、ンアジア、

衛自上海る
料に特、も

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

月し殺花

現にトイワホ官査
フ官長IBFのちの

次相が人数02者
オ民住先、で州マ
アの代時法酒禁

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

）書般一（人殺の月

せらたあに査捜で地現
捜別特、はーァヴーフ
。たげ遂を死審不でい次

係関のそと族ジーセオ
ホラクオ部南カリメア

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

本日量書読

は
１

で市
図いし新

で
のそ

なんみ
本日量書読

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

組り取のてけ向に一本

衛

討検の設移館書図のへ前駅は
！

自上海
。るす介紹

真写の地基艇艦を皿05ピ

るえ考を館書図

図な敵素、るくつ
組り取のてけ向に一本

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

み

力

集がなんみすまいてめ進を

ク

協隊衛

にもとと真

ーワ民市館書図
み組

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

ヴ

んみぎろつくがなんみりま

者

イデ
ンノ罪犯。…がる

加参プッョシク

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

著

な ！ん

！

ンラグ・ドッィヴ
。ンョシクィフン

集募者

ないたみてし
とこなんこ

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　

！

な

うょしまえ考でなんみ、にめたくいてっくつを館書図な敵素なんそ、つ立に役のなんみ、めし楽が
なんみ、ぎろつくがなんみ、りま集がなんみ。すまいてめ進を討検の設移館書図のへ前駅、はで市

習習習 階所所役生生 習)授教准学大業工阪大(生先樹茂田前師講
。すまし定決とんさ皆を分部修改、えまふを見意た出

回前は回今の回２第？かのるきでに敵素を分部のどいたっいは年今
。トクェジロプのこたっ作をーナーコAYに分部階２は度年前容内

館書図所場
ろご時3～分03時1後午㈰日03月9回3第㈰日2月9回2第時日

）

2

階33所所役役役

！

市市市習 （課習学学学

！

学涯

加
不

生

も

合問

にのいいらたっあ
がのもなんこ
に館書図いし新

KO加参参ももでででら
！

か回今
不要不込込込申申

へ

しい

課習学涯生を齢年、号番話電、名氏、所住で
）pj.akaso.ustoimuzi.ytic@uuysukagiaguoys（ルーメはたま話電、にでま㈫日41月8込申

人02着先民市の上以生学中員定室議会大階3所役市所場
）定予催開回3にでま月01（～時01前午㈰日62月8時日

」ないししほが所場なんこプッョシクーワ回2第「！ムーォフリチプを館書図の今のそ

    
　

 

　

　
　　

　 　

　 　

            

　 　

     

        

　

　　　　
　

　

　
　 　

　

　 　

　

　

　

　　 　

　　　  　

　

　

　 　 　
　
　

　　　 　　　
　　　

　   　　　　　

  

　 　

　 　
　 　　 　
　

　　　
        

　
10




